
 

 

 

 

   

   

① 玉名荒尾音楽会（１１月５日水曜日：荒尾市文化センター大ホール） 

本校代表として、校内合唱コンクールで金賞を取った３年１組が参加しました。他の学校のレベル

の高さに圧倒されながらも、本番に強い三中生の底力を見せてくれました。校内合唱コンクールの時

よりもレベルアップした合唱を聴かせてくれました。他のクラスが下校するなか、自分達だけ残って

合唱の練習を行うのは、モチベーションの維持に苦労するところですが、よく頑張ったと思います。

会場入りする前も、文化センターの外駐車場で練習を行うなど、最後の最後まで頑張り続けた３年１

組の皆さんや先生方、本当にお疲れさまでした。また、最後の閉会の言葉を生徒会長の杉本さんが述

べましたが、その日の合唱のことだけではなく、それまでの練習のことやこれからの受験のこと、そ

して高校生となって仲間になることも見越した閉会の言葉に、各中学校の校長先生からたくさんのお

褒めの言葉をいただきました。本人にも伝えましたが、日常生活の充実がにじみ出ていたと思います。 

 

② あらお教育フォーラム（１１月１５日土曜日：荒尾市文化センター小ホール） 

 その日は授業参観の日。１時間目終了後に下校して、１３時には文化センターに集合。忙しいなか、

参加した三中生はとても頑張っていたとのことでした（私が都合により参加できなかったため、参加

した職員から話を聞きました）。第１部は SNS の使い方について、真和高校の戸田先生によるパネル

ディスカッション形式による授業がありました。荒尾市内のすべての小中学校の各校から２名参加し

ました。本校からは３年生の杉本さんと松田さんが参加しました。しっかりと自分の意見を述べてい

て、とてもよかったとのことでした。第２部の万田小学校の模擬授業をはさんで、第３部では夏休み

に行ったシンガポールとの交流活動の発表を行いました。本校から多数の生徒が発表したようです。

これまた色々と工夫をしていて、とてもいい発表だったそうです。しっかりと準備を重ねた結果だと

思います。自律型人間として成長している証でしょう。お疲れさまでした。 

 

③ 立会演説会（１１月１８日火曜日：本校体育館） 

 立会演説会の前に選挙運動がありました。朝から正門や昇降口付近で大きな声で挨拶や自己アピー
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11月の荒尾三中の取り組みと三中生の頑張り 
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ルを行う立候補者。給食時間や三中タイムの時間に各教室をまわって、自己紹介や選挙公約を話す立

候補者。活気に満ち溢れていて、私たち職員も元気をもらいました。そして、立会演説会。どの立候

補者もこの三中をどうしたいのか、具体的な話をしてくれて、とてもいい会になりました。入場の際

に少し緩んだ全体の雰囲気があったため、先生方からの注意や私からの厳しめの話がありましたが、

演説が始まってからは非常に引き締まった心地よい時間となりました。以下は立候補者の公約です。 

  この公約の実現のために、きっと具体的に動いてくれるはずです。選挙ですから、当然結果は出ます。

選挙結果の発表後に、様々な先生方から色々な話がありました。私からも話をしました。 

  これだけをお願いしました。きっとそれぞれが「置かれた場所で咲きなさい」を実践してくれると信

じています。これからの荒尾三中にも期待がもてそうです。 

 

④ 第３回学校運営協議会（１１月２１日金曜日：本校図書室） 

 前回の学校運営協議会では、生徒会執行部と委員の皆さんで、校則の見直し（男女の髪型）につい

て熟議を図りました。そこでの熟議後に数回、執行部内で検討を図り、臨時の生徒総会にて承認され

て、校則の一部改訂が行われました。「自分たちの学校は自分たちの手で良い方向に進めていく」いい

取り組みだったと思います。目指す生徒像の中に「自他の幸せを追求し続ける生徒」を本年度掲げて

います。まさにここまでの取り組みは、目指す生徒像にたどり着いた姿だと思います。 

 今回は、執行部と委員の皆さんで「さいころトーク」を行いました。「三中の課題」「いいところ」「中

学生時代の思い出」「三中生にのぞむこと」「地域とのつながりで必要なこと」など、それぞれのグル

ープで様々な意見が飛び交っていました。ここで話した内容は是非とも新執行部に引き継いでもらっ

て、来年度の各専門委員会の年間計画に盛り込んでもらえたらと思います。 

 

⑤ 昼休みバレーボール大会（１１月２５日月曜日～：本校体育館） 

 体育委員会主催で、今週から始まりました。職員室前に参加

申し込みの箱が準備してあって、チーム名も自由に決めてよか

ったみたいです。男女それぞれ１０チーム以上の参加があった

みたいで、トーナメントで優勝を争うようです。学校は楽しい

場所ではなく、楽しいこともある場所です。その楽しいことを

増やしていくのは決して先生たちではなく、あなたたち生徒の

皆さんです。まさにそれを実践している姿ですね。 

                                        
 

・新しいことにチャレンジ ・挨拶の大切さ ・人の役に立つ ・みんなが主役になれる ・規律がある  

・ため息のない学校 ・つながりを強く ・行きたくないことには理由がある、これは生徒全員の課題 

・MVC他イベントを増やす ・活気のある学校 ・一体感のある明るい学校 ・メリハリのある学校 

・当たり前のことを当たり前に ・挨拶が響く ・楽しく充実した生活 ・過ごしやすく盛り上がりがある 

・三中感謝祭 ・笑顔溢れる学校 ・誰もが生活しやすく盛り上がる ・何事にも真剣に全力を尽くす 

・挨拶の力で学校を明るくする ・みんなのための明るい学校  

 

役職で仕事をするのではない。あなたの「学校を変えたい」という熱い思いで仕事をしてほしい。 


